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1　 は じ め に
　 重篤な小児疾患の治療方法には化学療法、免疫療法、
手術、骨髄移植などがあり、中で も化学療法や免疫療法




かな り苦 く、様々な副作用に対処するために薬の種類 も
多 くなり、患児 にとっては大変飲みに くいのが現状であ
る1,2,3)。それに加え、患児の コンデ ィシ ョンが疾患や治
療によって不調 とな りやす く、治療 も長期化す ることか
ら、継続的な内服 は患児にとってさらなる苦痛 となる。





このような治療を受 けている患児を対象 に行 った研究 は
数少ない8,9)。小児は成長 ・発達が著 しく、年齢 により内
服薬の形状や味、内服 に対する姿勢、内服必要性 の理解







Ⅱ　研 究 方 法
1,調 査対象:N大 学病院小児内科に入院 し、化学療法
または免疫療法を受 けている2歳 ～6歳 の患児6名 と
その母親。
2.調 査期間:2000年7月 ～12月 の6ヶ 月間。
3.調 査方法:母 親に対 して同意を得たのち、参加的観
察および母親への面接調査。
　1)観 察および面接内容
　 ① 内服場面の観察:体 調の良いときと悪いときの、
　　 内服時の患児 ・母親の様子 と言動を各患児5回 以
　　 上観察。
　 ② 母親への面接:今 までの内服時の状況、母親の
　　 内服必要性の理解度、患児への内服必要性 の説明
　　 内容と理解度、内服に関 して困 っていることを面
　　 接。
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表1　 患児の背景

























③ 看護記録か らの情報収集:患 児の背景(患 児の
年齢、病名、治療内容)、 内服薬 の種類、 内服開
始時か らの期間。
2)体 調の定義:体 調の良 いときを吐気 ・嘔吐や熱発
のないとき、体調の悪いときを吐気 ・嘔吐や熱発が
単発 もしくは併発 しているときと定義 した。





患児Aは 、2歳6ヶ 月、左大腿部腫瘍。患児Bは 、3
歳10ヶ 月、 ランゲルハ ンス細胞性組織球症。患児Cは 、












表3に 患児への内服必要性の説明内容 を表4に 内服時
の状況をそれぞれ示 した。
患児Aは 、薬は飲まなければな らない ものと母親 より
説明を受けている。体調の良いときと悪いときの差がそ




と母親か ら説明を受 けている。体調 の良 し悪 しに関わら
ず シロップで溶か した薬を自分で持って飲んでいた。体
表3　 患児への内服必要性の説明内容
患児 説 明 内 容
A 薬 を飲 まなけれ ばいけな い。
B
口 と胸 が悪 い ので入 院 して いる。薬 は絶対 飲 まな
ければ な らない。
C 薬 は病気 を治 す ために飲 まな くて はいけな い。
D
白血病 になっ たた め、 それ を治 すの に薬 を飲 んで
い る。
E
お なかが痛 くな った、 お しっこが 出な くな ったの
を治 す ため に入 院 して い る。 この薬 もそ の ため に
飲 んで い る。
F 病気 を治 すた めに薬 を飲 んで いる。
　 　　 　 　 　　 　 　 　 　 　　
単 シロ ップで粉薬 を溶か して糊状 に し、 介助者
か スプ ー ンにす くって、 口に入 れ る。 その後 す ぐ
に ジュースをス トローで飲 ませて いる。全 部で3口
程度で終 わ らせ る。患 児 に「薬 を飲 む よ」、 と声か
けを し、す ぐに飲 ませ る。 　
粉 薬 は単 シロ ップで薬を溶 か した ものを、 自分
で持 って飲む。 そ の後 ジュー スを飲 む。 錠剤 はそ
のままお茶や ジュースで飲み込 め る。介助者 が「薬
を飲 もうか」「これが飲 め た ら遊 ぼ う」などと声か け
を し、患 児が決 心 して飲む のを待 つ。患 児が飲 む
と ころ を見 られ るのが 恥ずか しい と嫌が る こ とも
あ り、 その よ うな時 は後 ろを向 いて飲 むの を待 つ
こともある。
つ
お茶 に粉砕 した薬 を解 いて、 ス トローで飲む。
「飲 むよ」と声か けを して、す ぐに口元 にス トロー
を持 って い くと飲 め る。 水薬 は その ままス トロー
で飲 む。水薬 は甘 く、 オ レンジの味 がす るので ス
ムーズに飲 める。i }ヘ
ジャム に混 ぜて、 ス プー ンにのせ、 口に入れ て
水を流 し込 む。 介助者が準備 を して、 「薬 を飲 もう
か」 「ち ゃん と飲 まな いとだめ で し ょ」 「ご飯を食
べてず いぶん たつか ら、 ゲー しない よ」 な ど声 を1
か け、 患児が そ の気 に なるの を待 つ。 薬 を飲 む こ
とを母親 と約 束 して いる。
母 親が粉 砕 した薬 をオ ブ ラー トに包 んで(3～5
包)、1包つ つ患児 に渡 し、 「薬 を飲む よ」 と声 か け
をす る。患 児 は1つ づ つ 口に入 れ てお茶 で含 み、し
ば らくした ら飲 み込 む。 水薬は その まま飲 める。
大 きな錠剤 は砕 いて1か け らつつ、小 さな錠剤 は
一粒つつ
、口に入 れ ジュースで流 しこむ。水 薬 は味




吐気 が あ る、 その 日の内服 で吐 いて しまっ た と
きな どは、 食後様 子 を見 て、30分 ～1時 間後 に内
服 をさせて い る。患 児が 「イヤ ー、 だっ て朝(嘔
吐 したと き)を 思 い出す もん」 など、 ぐず ぐず し、
口 に入 れ る まで に時間が かか る。最終 的 に は飲 め
るが、戦 いで ある。
なか なか飲 む ことがで きず、 吐 いて しま うこ と
も多 い。 内服 が始 まると今 まで気 にな らなか った
こと(中 心静脈 栄養の刺入部 、お なかの痛み など)
が とて も大 きな訴 えに な りそ れが解決 しない と内
服 で きな い。 内服 しな ければ な らない ことは理解
して いるが、 決心 がつ かな いと飲む ことが で きな
い。1時 間以上 かか るとき も多い。 内服 で きると達
成 感が あ り笑顔 が み られ る。 母 親 も時 間が かか っ
て くるとい らい らし、患児 に 「いいか げんに しなさ
い」 「早 く しな さい」な ど と怒鳴 る場面 もある。 ま
た朝 や前の 日に内服 で嘔吐 して いると、またそ の時
みたい に吐 いて しまうとの訴 えが あ り、なかなか 内
服 で きない。
薬 を飲 もうと決心 す るのに時間がかか り、一粒づ
つ ゆ っ くりそのた びに決 心 しな が ら飲 む。30分 以
上かか る ことも多い。
調の良いときはすぐに飲めるが、体調の悪いときには粉
薬だけに時間がかかった。 しか し、母親の声かけです ぐ
に内服 に移 り、「恥ずか しいから後ろを向いていて」 と
いう患児の訴えを介助者が受け入れるとそれ程時間がか
からず内服できていた。母親は 「時間がかか っても飲ん
で くれるので困 ったことはない」 と話 していた。
患児Cは 、薬は飲まなければな らないものと母親か ら
説明を受 けている。体調の良いときも悪いときもそれ程
差がな く、母親の 「薬だよ」 という声かけと薬をシロッ








訴えがあり、内服に30分 以上かかることも多 く見 られた。
体調の良 し悪 しに関わらず介助者に薬をスプー ンで口に
入れて もらい、その後 ジュースで流 し込んで内服 してい
るが、その タイ ミングを自分で決めていた。母親か らは
「体調の悪いときは戦いだ」 という訴えがあった。




















薬を全て飲むことができていた。 しか し母親か ら患児へ
の内服に対する説明を見 ると、患児A・Cは 薬を飲 まな
ければならないものという説明だけであったが、患児B・




患児A・Cは 患児の体調に左右 されることな くどの場合
で も5～10分 以内に内服できており、母親か ら内服 に対




きない、 自分で薬を飲 もうとし日元まで持 っていくが口
の中に含めない、飲み込めないなどの訴えが多 くなり、
内服が終了するまでに30分 ～1時 間以上 とかな りの時間
がかか った。そのため生活時間が内服時間に多 く費やさ
れて しまい、母子共に苦痛やス トレスの訴えが見 られて
いた。患児Bは 体調の悪いときは内服を決心するまでに
多少の時間がかか るものの患児D・E・F程 でな く、介






















度 ・行動や雰囲気などに過敏に反応 したり、親 との同一
視化による学習過程を通 じて、 自分を明確 にしてい く。




の必要性を十分理解 しており、子どもに対 しても内服 は
しなければな らない ものという毅然 とした態度で内服介
助に臨んでいた。そのような母親の態度が、子 どもの内
服に対す る意識を内服 はしなければな らないとい う母親






考は、3～5歳 頃、言葉 を媒介とし言葉を道具 として考
える言語的思考は、5～6歳 頃から発達 しはじめるとし、





現在 ・未来を結びつけ、 自分の世界に してい くことにな
る」 としている。5歳 以上 の患児が内服す る時に 「また






れる。すなわ ち5～6歳 頃になると自分の意思で行動 を
決定 し薬を飲めるようになるが、内服によって引き起 こ
される現象の因果関係が、今までの内服体験か ら理解で
きるように もな り、体調の悪いときなどには、「飲 みた
くない」「飲 めないと」い う思 いを助長 し、内服を困難
にすると推察 される。 しか し5歳 以上になると、徐々に
具体的思考ができるようになり、病気のために内服 して
いる、悪いところを治すために内服 しているなど、ただ
飲まなければならないとい う理解ではな く、 より具体的
な理解が深 まるようになる。磯野 ら4)も 「4歳 以上の患
児ではほぼ全 員が、自らの病気を自覚 し、内服の必要性
に何 らかの理 由付 けができていた」 としており、5歳 以
上の患児では内服に対す る理解が深まっているものと考







以上の理 由か ら5歳 以上の患児D・E・Fは 体調が悪 く
て も内服できるものの、大 きな負担は払拭できない状況
にある。
また、内服介助を行 つていた母親は時間がかか って も
内服 できるまで患児 と一緒に頑張 リ続 けていた。遠藤
ら13)は、「付 き添 う家族が自由に使える時間は111分 であ
り、 リフレッシュする為に十分な時間 とはいえない。 さ
らに約30%の ものは全 く自由時間がないと答えてお り、





V　 お わ り に
今回の調査か ら、化学療法や免疫療法を受け、体調が
悪い場合、幼児期前期より後期である5・6歳 の内服 は
母子 ともに多大な苦痛があることが明 らかになった。 し
か し今回は対象児が少なく、若干の示唆は得 られたもの
の一般性 にかけるものと考えられるため、今後対象児を
増や し調査 していく必要がある。さらに、子 どもの内服
に対す る必要性の説明方法や理解度に関 しては、子 ども
へのインタビューも調査 に含めて検討 していきたい。
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